第〇条　遺言者は、この遺言の遺言執行者として前記長男川越一郎を指定する。ただし、前記長男川越一郎が死亡した場合または前記長男川越一郎が遺言執行者に就職しなかった場合は、遺言者は、この遺言の遺言執行者として前記孫川越夏郎を指定する。

２　遺言者は、遺言執行者に対し、次の権限を授与する。

（１）預貯金その他の相続財産の名義変更、解約及び払戻し

（２）その他この遺言の執行に必要な一切の行為をすること

３　遺言執行者は、この遺言の執行に関し、第三者にその任務を行わせることができる。
